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- て 生ずる 電電 力 妨 は 。 ご 、 He 
パー ん ル 4 


人 2 
の 2 10 一 8volt “ ' “ 2 


4 


Se - 
2 
2 フー 
所 
H 


なー 


、 1) 横尾 義 引 , 耐 史 定 < つ いて 防災 研 完 所 報告 第 2 角 。 4955 真 。 


SS 


由 y の ( 必 下 180 cm・ 10 c cm を ー 湯 と する 人 の 人 の 一 き の 病 人 交 


講 oe 2 
磁石 の 本 彼 東 クニ 3.74x10Hmaxwell ュ イ ル の 挫 数 パニ 3x10* 同 

ョ イル の 抵 久 ニ 79 の 間 。 際 メニ 1.0 cm 

、 電 (電流 ) 1.49x10-'amp/mm, 4 電 歴 ) 1. 19x10-wolt/mm - 
So 2 訂 本 錠 =2.5x10-! 秒 、 電流 計 抵 挑 ァ = 80.09 

上 計 減 栓 大 =0 (限界 非 振動 ) 2 


NNkOMe し て は , Fig.2 の 如く , 測定 家屋 と 附近 難 造 物 と の 聞 に 針金 


MON 
家屋 は 欠 位 置 に 役 し 更に 振動 を 半 け 征 ら 洲 論 静 


Me 党 り 測定 計器 は 針金 を 引 上 つ た 柱 よ “ に 
骨 1ー2 間 見 れ た 杜 及 び 淫 委 に 取付 け 久 建物 が 小 き く 据 の 妙 い も の は 一 中 と し て , 大 規模 な 
3 の , 凹凸 の 基 し いも の は 適 営 に 還 分 し 建築 刺 的 ! < 張 度 が 小 と 思 は れる 部 分 及び 方 向 に 圭 し 
を な し ー 整 填 の も ゃ の は 一 ・ 二 階 多 に 測定 し た ・ ' 
区 る 測定 緒 果 の 理 及び 滑 定 結果 ' 
' 窒 は 水 カ 及 下 築 物 の 規 栓 の 大 小 に まり 箕 な る 等 で あり , を 同一 條 件 の 下 で 検討 すき 
で あぁ る ・ 依 て 筆者 は 便 宮上 水 症 力 アア と 水 宇 力 汗 力 馬 迄 の 高き と の 穫 師 ち 水 症 力 能 座 
9 4 (= = アガ ・ め ) と 家屋 重量 4 人 と の 筑 印 ち 重 量 能 奉 
SS LOG 7 の と の 比 を る と し 「 半 


、 軍 し て この 時 ほ 用 ひ た 家 屋 重 量 は 大 器 一 階 は inkgm に 
-。 CAWema の SR GS 学 攻 Da 
| (1) 可 前 廃 朱雀 高校 C 多 数 室 一 階 ンド 
62) 両生 D 六 散 生 一 邊 “ | 
AS ) 同 上  D 貌 芝 室 . 二階 
_ 《T) 笠 後 府立 朱雀 高校 C 革 雪 室 一 隊 


、 C 貌 数 室 1 階 
- 下 =20.5ton 
7 =4.82m 
ーー ん =2.45m 
30.8 | 0.710 2.571 
37.3 | 0.859 2.789 
43.7 | 1.009| 3.714 
に 74. | 1.708 | - 4.802 
5858Z | 1976 | 7.548 ご 
選 9.4 | 2.101 | 6.196 
章 ES 97.1 ト 。 2.238 5.996 
能 -102.7| 2.368 8.049 
。 (2) 補 絹 前 府立 打 息 高校 
。 - = 。  D 膨 数 室 1 階 
(1) に 同じ 
37.3 | 0.859 | 2.226 
間 57 リ ニュ 1.009 御 > 3:513 
を ae 2.458 
選 49.7 1.147| 3.100 
. 革 55.8 | 1.286 3.810 
- 工 _62.0| 1.428 2.524 
- 科 68.1 | 1.569 | 4.197 
本 2 2f。 74 オ | 1.708 4.376 
に 2 3.589 
も 82080N 15845.847 
洋 85.7 | 1.976 4.147 
ド 0 91.4 | 2.101| 4.935 
973RJNKz2288 4.716 
馬 102.7 | 2.368 4.618 
4 みん 疫 仁 グ 4.230 
義 ーー ゲ クー 5.275 . 


で 


を 
69 

用 
油 


NO 7 
NT 
まい 
NN 


t 


0 
NSK 1 


ーー ュー 


- 補 編 前 府立 打者 高 校 


(3) 補 絹 前 府立 朱 窟 高校 
- _D 玩 数 室 2 階 。 
。 (1) た 同じ 


43.22 1009. 


74.1 | 1.708 
_ 102.7 | 2.368 


/- 則 // 


0.798 
0.891 
3.017 
3.370 


Pt ダ 9 。 


た 


117.2 2.920 0.531 
128.8 3.204 0.915 
139.1 | 3.475| 0.804 
143.0 3.563 0.847 
164.9 4.116 1.000 
_139.8 3.480 0.726 
165.8 | 4.132| 1.241 
183.1 4.567 1.793 


立 朱雀 
1 階 
=220.5 ton 
上 H7 人 382m 
ん =2.65 m 


72.2 
85.6 
106.0 
147.3 
147.9 


1.797 | 
2132 
_2.647 
3.679 
3.712 


0.552 
-0.576 
0.819 
1.030 


D 半 孝 室 1 階 


(1/) に 同じ 


6 放 


(3 補 紀 後 府立 朱 委 高 校 


D 金 数 室 2 磨 

(人 0 二 條 司 IM 
139.2 | 3.324 0.354 
151.9 | 3.783 0.431 
20.6 | 5.056 0.968 
146.0 | 3.642 0.468 
226.5 | 5.650 0.715 


京都 


き 


_ (4) 京都 府 和 部 腹 合 1 


玉 =90.6 ton 
-。 7 =4.55m 

ん =4.80 m 
91.1 | 10.603 5。323 
56.7 和 イ 6.610 1.637 
83.8 | 9.782 4.470 
90.1 | 10.489 5.187 
114.2 | 13.298 14.389 


14.4 | 1.585| 
17.6 | 1.948 | 
19.4 | 2.143 | 
24.4 | 2.701 | 
27.4 | 3.013 
29.5 | 3.225 
_34.4 | 3.808 
34.9 | 3.860 
44.4 | 4.910 
52.6 | 5. 
59.3 | 6. 
、68.5 | . 
_76.4 | 
83.5 
99.5 | 1. 
(6G) 府立 
. 紀 = 
ん っ う 
6.5 | 0. 
9.4| 0. 
レレ 0 
15.0 
20.1 
31.6 ・197 
35.7 8.487 
42、0.| 3.022. 時 思 98879 
テ mm 
(7) 府立 熟 事 校 校舎 2 摩 
0 4 周 1 
8.8 | 0:595 0.441 
12.5 | 0.741 0342 
15.1 | 1.075| 0.830' 
20.2.] 1445397-  E205 
24.5 | 1.767 1.367 
27.2 | 1.958 1.52T 
31.0 | 2.233 1.886. 
33、2 | 2.392 2.007 
36,2 | 2.605 2.002 


we 
0 


9 棟 で 家 の 生 量 P・ 重 最 能 率 の 腕 ・ 水 芋 カ ア ・ 水 下 力 能率 の 腕 4・ 能 字 比 ぇ と: 


ot 


5.80 
5.40 
3.65_ 
お 0 
cas 
の 
和 6: 77 5 5 
0.08 
0.33 


0.25 
0.40 


補 張 後 府立 朱雀 高校 D 有 呪 数 室 

京都 府 建築 部 廊 合 

補 張 後 府立 朱雀 高 校 D 如 数 室 

た 同 上  C 肝 数 室 

科 張 前 府立 朱雀 高 校 D 競 数 室 

府立 競 校 々 合 

京 郡 府 耕地 課 腰 合 

補 纏 前 府立 朱雀 高校 D 如 数 室 
同 上  C 半 数 室 

府立 郊 鬼 校 々 合 


呈 い 


hNS 中 上 ロ 


t マ 


ロロ ピ 


JJMW すす : 
ーG) A 表 に に 司 す る も の は c が 3 RNN2INGGOIKDJTGSNIRE ye 
あつ で の る ニー ンー ン * ' 


(1 B 閑 に 司 ず る も の は 6 が 18 で 上 位 に ある も の 得 唐 が 大 き 。 


Ne の kne ゃ 


ウー 階 が A 中 に に た MR し た の だ 6 
入社 環 前 後に 測定 する こと が 出来 その 値 を 見 て 見 る と 。 神 衣 0.25.-0.9 32 な る 値 
2 に と 夫 ス 多加 し て 

訟 の 増加 を 示し て ゐる ・ 2 


MAN 
この 家屋 は 市 着 よ り 記 角 に 100m 即 れ て ゐる が 市 導通 に よる 福 は 10-*om/ ソ 5 
dm 放 5-6m の 風 に ょ る も の が 10-5cm/ ソ 2x1305cm 守屋 が 地震 動 に より ミ シ ミ シ 
、 と 不 和 味 な 秋 を 立て 始め る 時 は 10-?cm/ ソ 2130cm 倍 で あつ た 電 
克 に ce の 意味 を 考 べ る に (⑤) 京 都 府 耕地 課 有 鹿 舎 に て 委 が 鈴 り 大 で 無い 中 は 0.90 と 小さ 
で 値 を 示す も 。 歪 が 下 程 度 大 ち 4x10 "fcm/ ソ 2x190Cm 位 に に 達する と 0.87 と 共 加 し て 
ゐる ・ 之 は 歪 が 小さき と 中 は 割合 容易 に 歪む が , 式 程度 歪む と 柱 と の 接合 部 の 摩擦 や 克 の 影 
_ 響 の 乱 歪 み 難 く な る こと を 示す も の で g が 何 段 に も 導 化 し て 家屋 は 破 壌 藍 に 達する も の と 思 
"は れ , - 富 際 の 耐震 破 寺 引 度 は e の 大 小 ! に 開 係 が ある の で は 無い いか と 想像 され る が 今回 測定 し 
た 程度 の 小さ い 吾 で は それ が 表わさ れ で いな い ・ と の 勲 は 更に 今後 研究 し 度 い . ' 
2 0 0 は 


筆者 は 守屋 に 静 的 な カ を 加 へ 如何 に 歪む か を 測定 し た も の で ある が , 窟 際 の 地震 時 の 如く 


て 導き され た も の と 過 ふ ・ 状 し 一 具現 在 各 方 面 で 行 は れ て ゐる 家 性 の 耐震 嘱 度 を 歪 を 測定 する 
且 こと に より 求め 得る こと が 判 うた 。 - 、 「 

最後 に 終始 御 指導 ・ 御 教示 を 賜 は つた 佐々 憲三 博士 と 御 協力 を 惜しま れ な か つた 松井 京都 
府 寺 入部 長 ・ 山 内 防災 係長 ・ 革 基 投 師 及 防災 係 の 諸氏 太 本 測定 に 便宜 を 奥 へ られ た 府立 朱 衝 
高 破 普 びに 災 校 々 胡 各 佐 に 深 基 な る 肌 意 を 表し ォ ナ - 


動 的 力作 用 する 時 の 再 み 方 を し ちら べ る の が 隔 居 和 し 上 必要 で あり 。 今後 の 研究 課題 と し 


地震 研究 所 カ 武 
(昌和 24 邊 9 月 日 有理 


「 87/9 ど = ニ 99(4()97792)/99 本 結 0 人 の 
| 人 7 は 重力 の 加速 度 , ヵ は 深き で 今 の 場合 4⑦ ニ 4z で ある ・ 
條 件 と し て ?=0 の と き 「 
4 7= げ (⑨ り 。 97/2=0 


0 ? ぐ 9。 一 72 
げ (②@) = (1 み ーg2<g ご aaFg2 
0 aa 寺 /2 ご の と 
MM 
同上 (917 セッ JIGPZ ア 7 と SE コシ ーー。 
ーーd27@ = の )) es 0 9 の 4 SN 9 


代 の ) (62) coscex の 
り 0 : こる 


な る 形 の 横 分 は 。 次 の よう に な る ・ SE 
Se 0 


注 MS と ょ すると, げ 7 の) は 海底 の 凶 形 と 司 一 に な s に 
2) 海 汰 *=0 に 於 いて 完全 に 反射 する よう な 骨 を と る 


で 


9 の 湯 鍼 - 和 移 11 Q1) 


ド ] 


1 


6-g ニ 6, 
@> 6 の っ 
179 人 と - の * 2 > ガー 6 上 gw>e> の ヨー の 
の 。 R 
ンー な 5 (@- の * 人 > ガ 7 ) 6 と 0 上 @, 
1) og>6 (4) 
0 “ @ー6>6, 
G @w 十 6 二 に | 
4 ( co: 77- た) @ 十 6>e テ eg 一 6, 
g 十 6 
っ COoroe es > ケー だ ) eg 十 の , 


到 に だ , だ お よび 婦 , 7 は それ ぞ れ 第 一 種 お よび 第 三種 完全 椿 園 積分 で 


SW SC Sc ベビ) に ゴル ン 作 7 に に た 3 SS 
な -| 9 の 9 」/ ノ 1 一 Sin? の, な -| 2 / エ ユー ん -? SH の ッ 
0 / 


ア /2 BR て の 1 z/2 1 骨 な か 
7=| 9 の {(1 十 2Sin? の )/ ユ 一 太 sin? 9}, 7-[ (Ge Sin? の )」 ノ ユー ム ん -2 sin2 の ) 
0 / 0 / N 


と な る ・ 健 し 
だ =4o が teー( み ー の 39 =4g0(e 二 の 3 

で ある ・ 

結局 (②) に 於 いて , 種々 の % お よび に 将 し て , (4) の 結果 を 適用 する こと に より , 2 
を 求め る こと が 出來 る ・ 寅 際 は ? お よび と を の 組合 せ に よ つ て , 種々 の こと な つた 表示 を と 
る こと と な り , 極め て 複 難 と な る の で , 此 謀 に は その 解析 的 表示 は 省略 する こと に する ・ 

し か し , 積分 の 結果 か ら 明 らち か な よう に 海岸 に 近 ず く 濾 に 於 いて は 
アー の 2 一 アァ ンジ ィ g。 72 MA 
と する と 2 


アー の 2 - ア あぁ ー の 2 カニ ィ / の 5。 72 
と な り , この 式 は 
の 
に | ッ %ー2ー の 9 の 
4 
と いう 形 に に か か れ 。 従 つて 
97/ み ニ ィ 2。( ぁ ーー の 2ー の ) ニア 
な る 開 係 が 得 ら れる . 即ち 営 然 な 結果 で は ある が , 波 の 前 面 は 長波 の 速度 +/ で 進行 す 
る こと が わか る ・ - 
一 例 と し て cg=0.1z。 と し て , # お よび の 種々 な 組合 せ に 圭 し て ヵ を 求め た 結果 多 
園 に 示す . : が 小さ い 時 に は , 人 播 の 模様 は 一 様 な 深き oo を も つ 海 た 於 ける 場合 と よく 


り 毅 が 左右 に に わか れ て , 連 誠 
で 進行 する ・ し か し 時 間 が 
ST 


の " 
締 高く な り , この 主要 な 部 分 


ーー PO 


ーー 
王 
「 豆 } 


IT 


| 
| 
ト 


ーー の wo 「 SS 
0 wrt ue 人 


に の 靖 究 に 時 を 持た れ で 竹 々 議 し て 頂い た 靖 了 あ よび 表し 
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名 古屋 大 理事 部 物 時 
部 直 DS*・ の 際 昌 1 


、 思 和 24 年 8 月 9 日 


た) yen 
今 , こ ゝ で は , 月 宇 均 潮位 を 費 料 と し て , 長期 細 化 を 松 田 し よう と する の で ある 
_ 際 問 題 に な る の は 年 毅 化 で ちる か ら , 之 を 除く た め の 一 つの 方 法 と し て 12 個 月 ずつ 
、 辛 均 を と る と いう 方 法 が お る ・ 併 し 。 この 場合 12 個 月 を 周期 と する 規 則 的 な 周期 
する こと が 陀 定 され て いる - も うー っ の 和 を 。 に 泊 水温 諾 の 記 
し て, を 宙 償 か ら 差引 く こ と | = よっ て 光 位 の 永年 化 を 見 田 す と いう も の で 
5 っ 移動 下 均 に ょ つて 年 半 化 を 除く 方 法 に つい て と ゝ に 導 べ る まで も な と 』 
る の で , まず , 礎 歴 と 潮位 と の 開 係 に つい て 考え て みる - 気 礎 並び ! に 水温 と 潮 佐 と 開 
つい て は , すでに 日 生 知 氏 の 調べ た 結果 が ある . の iH 氏 は これ らち の 閉 係 を 統計 交 
め た も の で ある ・ 山 唱 氏 の 研究 で 注意 を ひく 憩 は 潮位 (月 下 均 値 ) の 人 伴 量 27 と 3 
人 人 46 と の 韻 の 本人 角 的 小さ いこ と で あっ て 例え ば その 人 は 清吉 で -0 35 
0.127。 細島 で 0.685 二 0.077。 輪島 で 0.5150.077。 必 路 で -0.435 寺 0.105 
て いる ・ 息 際 に 2 の 化 と 26 の 持 化 と を 比較 し て みる と, 1 一 2 ヶ月 の 位相 の ずれ カ 
この こと と は すでに 野 滝 , 岡本 十 氏 に よって も 指摘 され て いる - や そこ で , 試み に 同一 の 
. 期 で 胡 化 する 二 つ の 時 が , 位相 姜 (9-) の ある 時 に , これ ら 一 量 の 聞 の 相 開 係 敷 を 求め 


みる と 2 
滅 っ の 戸 三 cos (9 一 7) に 1 


LSWNAN 才 SO 


は 0.50 と な る か ら , この 影 首 が 山口 氏 の 結果 に は 相 営 に あら われ て いる も の と 解す る こと と 
< が 出来 る ・ 一 方 で , 小倉 氏 の 研究 に よ れ ば ,? 気 歴 の 続 化 に と も な ーー 
。 ずれ ! れ は 大 器 4 時 間 位 と いう こと で ある ・ これ ら の こと を 考え 合せ れ ば , 条 歴 の 潮位 に 及 
。 1) 畜 橋 龍 太郎 氏 は 甲乙 二 地 の 潮 位 の 差 を と る こ と に より , と の 三 地 関 の 相 和 的 な 土地 の 区 降 を 見 3 
= 。 。。 すこ と が 田 夫 る と 注意 し た ・ 
2②) 山 日 生 知 , 地理 調査 所 報告 , 1 (1948), 17 一 26. 


3) 野 滝 隆治 岡本 索 治 婦 。 京 大 起 紅 。 10 (1926 一 1927)。125 一 161. 
_ 小倉 伸 吉 , 日 本 天女 克 地 球 物理 各 則 報 , 2 1925), 209 一 231 


6 = ブ 7ー (19.2x | 0 
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7 で は 重量 函 敷 と で も いう べき 
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倍 の 年 週 押 化 は 早々 えな く な つて い _ 
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みな く て は な ら な いと と は , 2 が すでに 水 年 前 化 を 合 ん で いる 電 合 に 直 ら に み を 27 の 
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cho2Wawa 存在 する か どう か を 検討 する た め ウド 。 1924ー1940 年 の 油 宮 に あけ 


第 ユエ 表 油 密 に お ける 測位 年 織 化 の 見 掛け の 振幅 と 人 邊 


了 - 年 |]、4。 | =24。 | ww | = | っ おこ 
邊 出し て み る と を の 。 、 1984 7。90C ト 0.19R 262 の SS 
1935 | 9.62 0.01 238.0 0.5 | 0-.68 8 
上 は 第 1 に 示 時 1936 | 7.78 0.41 251.9 か ち = 飲 3 氏 
_1937 | 10.58 0.04 236.6 9 ee 
1938 | 10.82 0.07 243.0 OCS SS 
こ この 結果 か ら み 6 1939 | 8.13 0.28 255.8 聞き Y50 トド OZ ニョ 千 
吉 上 導 の よう な 傾向 は 1940 | 727 0.86 252.9 . 6.8 |. 一 0.21 に 
座 均 | 8.87 0.04 250.Z 1 5 0 
少 存在 する こ と を 認め ーーーー B - ーー ー- 


な いち り に | に は ゆか な いよ う で ある ・ 多 論 湖 佐 の 年 周 近 化 の 年 毎 相 時 は 。 入 歴 や 海水 間 度 

の 年 通 龍 化 の 年 毎 の 相 虹 に よっ て も 生じ 得る と 考え られ る か ら 上 逃 の 傾向 が 常に 存 恋 する 

、: 導 する の は 時計 か すし ur 併 し , 着 し 。 清 位 の 永年 奨 化 の 形 枚 が ある 程度 一 無 規 。 
9e し 得 な い 程 度 - で ある と する と 如何 に し て , 貸 歴 や 海水 温度 の 影響 に よる 生化 を 近代 す 5 人 
べき か と いう こ と は , 今後 に に 残さ れる 一 つの 難 か し い 問題 を る ・ 
oe に あたり , 本 研究 の 途 行 に = い > 大人 の 村 を 守り た さと を 
記し て 管 局 に 厚く 謝意 を 表し た い ・ 人 3 
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人 の 一 大 時 化 と し て 表 は され る が 。 クン Ln 
WDB 電 合 の 名 当 和 の 次 動 と 


寅 は 更 に 北方 に こ 携 カ 


る 36.1 を 不動 と し た 所 語 委 の 一 和風 柄 し た も の は , 寅 
ei も 0 の と を 凌 こ らち れる こ デミ 
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、 的 に も 可 成 り 類 似 さ れる 事 で , 特に 油 電 
。 良 の 獲 化 で は 互 の 相 開 係 敷 だ +0.96 と 王 


に 0 の 
IE 要 : 
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の 間 の 相 語 開 係 を が す ・ こ の 開 保 は ほ 直線 的 で あり , 信二 つの 直線 の 條 き の 差異 か ら 。 不 」 
内 acein2Pn0OHEE 和 EE 
_ 事 が 分 ろう ・ 陸 


所 が 此 虎 に 興味 ある 事 連 と し て 注目 され る 事 は , Fig. 1 の 中 , 下段 に 示さ れる 傾 竹 動 


の 向き は 。 潮位 の 上 昇 ( 地 毅 隆 起 を 示す 。 印 十 ) の 際 に 水準 湖 量 の 方 か ら 求まる 傾 衝 だ 表 


3 ( 革 あ 1 に な る 様 に 表現 きれ て 居る と 玉 事 で ある ・ (第 3 略 参 照 ) 


比 の 事 控 は 従 の 全島 の 傾 終 と 潮位 と の 根 野 的 な 捉 合 と 全く 反 用 の も の で , 若 し gs1 


及 Fig.11 の 相 闘 の 程度 で 清 位 弟 動 と 傾 作 毅 動 と の 開 係 を 語 婦 め る な ら ば , 明らか に 


_M. 2 殊 の 龍 動 よ り , J 36.1 の 方 が , 更に 原 民 の 方 が より 大 き な 淫 動 を 示す と 云 へ る ・ 
ネ は 更に 以上 の 考 へ の 内 に は 潮 人 年 平 均 が 池 電 近 修 の 士 地 の 動 を 近似 的 に こ に 表す も の と 


優 定 し て 居る が , 逆 に 中 等 海水 


「 So 1 トド 面 序 セオ イ ドド 面 を 不動 と し て 各 
0 o Oo 
2 8 放 の OiO2OzO1GO NGtG 凡 水準 帖 の 動 と 潮位 の 半 動 (B. 
L S5 浅 こ 有人 eS は -? |  M.2 貌 の 閣 動 ) と の 比 を 計算 す 
0 27 - 29 29 30 37 22 33 六 35 36 《@ 67 62 の 69 65 66 ge で 
0 8 る と Hig.2 で 示さ れる ・ 


_ Eig.2The ratios of the changes of the heights 


between each Bench Marks and B.M. 2 之 の 賠 で は 例 へ ば 22 藤 標 石 が 


referred to the mean Sea-level 


。 、 ゼ キ イド 面 か ら 1m 隆 起す る 時 
の 各 水 準 本 の 周一 再 か ちの 隆起 の 量 を が す 。 還 ち > 測 か ら 北方 行 くに 従 つ て 比 動 量 の 増 


_。 加 し て 行く 様子 が ほ ゞ i 直線 的 に な る 事 が 制 ろ う ・ 
、 の 諸 結果 か ら 百 え は 三浦 作 島 を 内 に 含む 腐 い 地域 の 運動 は 。 宛 か も 基 の 傾 衝 の 軸 が 
、 年 島 の 更に 南方 に 加 か れ て 居る 様 な 蝶番 運動 で も る と 見 掛 上 設 明 され る ・ 、 


勿論 此 の 考 方 が 秋 営 で も る か どう か は 谷 他 の 何ら か の 観測 方 洲 で 陰 味 き れ ね ば な ら な いで 


"あろ う ・ 然し 現在 で は 少く と も 原 軒 不動 と 云 ぶ 事 ! は 極め て 不 自然 で ある と ! は 言 へ 様 . 


以上 の 事 連 と は 全く 別 寺 目 され る 事 邊 の 5 う SR 
は 油 吉 の 潮位 の 他 に , 忠 央 気象 吉 所 管 の 布 
良 , り 内 浦 (沼津 ) の 潮位 経年 織 化 が 互 に 量 


ふ 程 度 で ある 事 が Fig、3 の 自 と 黒 印 と の 


動 か ら 刊 る . (Table 2 参照) Fig.、3 The secular changes~ of the. 
heights of yearly mean sea-levels 
此 の 事 は 他 の 例 で 清水 嘱 氏 の に 作 っ つて 最 at Aburatubo and Mera. 
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、 PON で HB 程 め て 則 5 に 
4.905 布 され 。 経年 化 は 常に ー 
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迷 動 は で ( 藤 澤 市 ), 更 
| の い 南方 に 見 Nr PE ae 
| し 相 半 的 に 奨 動 を し て 居る と 考 へ られ る ・ 2 
。。 糧 に 最近 の 異常 信 作 是 は 開 東大 地震 前 後 の 大 親 動 に 交 ぐ 是 で , 上 の 間 に 1945 年 の 東南 
者 大 地震 が 存在 し て 居る 事 を 考慮 し て 注目 すべ き 事 で あろ う ・ 以上 本 論 廊 作成 に 党 党 り 種 え 御 2 
| 史 下 さ れ た 東大 永田 先生 尋 び に 党 研 究 宣 の 奥田 軸 三 氏 に = 基く 記 基 の 意 を 時 し き ナ 。。 
本 1 机 
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2 緒 。 明和 1 邊 12 月 の 市 地代 の 後 有 人 は 沈 下 し 各地 で 守る 受け て ゐる. 我 
、 は 和央 員 人 の 委 放 に に より 昭和 24 年 7 月 和歌 山 。 湯浅 間 の 精密 水準 光量 を 
SE 上 行 つ た ・ と の 地方 は 先 に 信 入村 二 士 G 傾 が 明治 29 年 一 昭和 7 年 の 水準 測量 の 結果 か ら 和 歌 山 。 

、 津 間 が 上 局所 的 に 隆起 し て ちり ヵ 且 小 地震 の 眼 義 地域 と 一 到 し て ゐる こと を 指摘 され 。 婦 宮 
部 博 二 の ② も 赤 こ の 用 近 を 通る 中 天 構 造 錦 (Median Line) を 拉 と じ て 獲 動 の 様子 が 尊 つ て 居 
2 管 つ て は 此 の 線 以 責 は 南下 り の 運動 を し て ゐる こと を 指摘 され た ・ 今 同 の 測量 の 結果 に 3 
人 PP EC 人 
、 消 間 に 9 欄 に も 万 化 が 測量 され た ・ 

測量 測量 方 法 は ツー イス 4 型 一 等 水準 隊 及 び ツ ァ イ ス イン ペール , 8 米 の 標 尽 を 用 ひ 地 

_ 理 調 奏 所 一 革 水 準 の 下 領 で 行っ た ・ 第 1 表 G① | 明治 29 年 昭和 7 年 。 昭和 7 年 昭和 
ー ダ 年 。 昭 和 7 年 昭和 24 年 。 昭和 22 年 明和 24 年 の 三 化 及 び 下津 の 年 均 海水 面 を 規準 」 
と し て 求め た 各 標 石林 高 を 示す 。 赤 多 少 我々 の 凍 結果 と は 喰 自 ひだ が ある が 。 地理 調 家 所 1 

の 昭和 7 年 及び 奈 内 の 到 蛋 を 不動 中 と し て 測 され た 明和 2 年 の 測 の 概 高 を 明記 する ・ 
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第 上 ご 軸 3 
で まで 7 5 - 3 SE : 計 
へ 期 画 明治 29 年 | 昭和 7 年 | 昭和 7 年 | 昭和 22 年 海抜 標 高 5 
人 厨 へ | - 和 7 年 | - 昭 和 22 年 | - 昭 和 24 年 | - 昭 24 征 | 昭和 24 年 | 昭和 22 年 | 昭和 7 年 | 
の mm mm mm mm m m 5 本 
273 0 ーー ーー | 一 ーー | ーー - ぞ ーー - 
4877 | 18.6. 0 0 0 2.61 2.5870 | 2.4793 『 
4878 | 十 53.7 ー9.3 =2.0 | 7.3 2.04 2.0077 -| 2.0077 
38 | 十 85.2 | 十 18.3 十 44.1 | 十 15.5 2.60 2.5592 |y 2.5592 : 
4879 | +95.1 12.3 | 27.9 | : 十 15.6 57 1.5319 | 1.4119 
4880 | 十 104.2 ーー 陸 +20.3 3.10 | . 3.0558 3.5590 
4881 | 75.8 | 13.9 | 25.7 | +1.8 8.06 8.0201 | 7.8985 
4882 | 60.8 ー7.0 ー0.1 42、9 トト 2.74 2.7081 | 2.6134 
48893 | 本 21.6 | 31.1 ー33.0 | +r1Z5=| 。 を 39 4.2832 | 4.2060 
4684 | 十 99.8 | -37.9 | 18.7 | 十 19.2 | 29.07 | 29.0320。 | 28.9622 2 
4885 ー45.2 十 3.0 填 48:0 52.26 52.1847 | 52.1222 
4886 ー63.2 2.5 | 十 65.7 4.88 、 | 4.7953 | 4.7508 村 
4887 ー63.8 | 十 10.2 | +74.0 6.96 6.8663 | 6.8224 「 
4888 ー57.1 +9.6 | +76.7 | 23.26 | 23.1602 | 23. 和 96 1 
4889 ー88.2 ー4.1 84.1 | 20.20 | 20.0929 | 20.0734 *・ 
4890 ー94.0 ー10.0 | 84.0 2.76 2・6575 | 2.6438 3 
4891 ー151、9 ー53.9 | 88.0 4.37 | 4.2592 | 4.2934 
4892 | ー117.3 ー25.2-| 十 92.1 5.67 5.5537 | 5.5633 「 
4893 ーーー ーー | - 十 80.8。 ド 、12.99 1 19.H476 | 1037e5 
4894 ー108.7 | 一 23.9 | 84.8 | 17.97 | 17.8665 | 17.8675 
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-A-A/ 1932-1947, B-B/ : 1932-1949, CO : っ 1896-1932。 D-D/ : 1947-1949。 
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時 と これ か ら 利 る 拉 に 誠に ょ っ て 南 に 傾 終 し た と 思わ れる 勾配 は 
ョ - 元 C 9 に 戻っ て ゐ る ・ 赤 第 1 賠 C-C7 及び D-D' は 夫々 明治 29 年 明和 7 年 及び 明 122 
「 年 昭和 24 年 の 弟 化 を 示す 。 に か ら 見 を 
明治 29 年 一 昭和 7 年 は 和歌 山 一 冷水 浦 の 約 30 2 
聞 の 問 が 隆起 し て ゐ た が , 昭和 22 年 昭和 24 に 
年 は 冷水 清 を 境 と し て 北方 。 和歌山 方面 が 洗 
下 し て 居り , 殊 に ュー ゾー の 鼻 一 加茂 閣 間 は 2 
年 間 に 約 3 秘 に 及ぶ 迷 化 を 示し て ゐる ・ 第 2 岡 
' 2 に 下津 に 挫け る 潮位 を 示す ・ 黒 上 は 潤 位 の 月 
Eig. っ tone 6:tBo Sea-1evel'at 府 均 値 で 曲線 は 12 ヶ 月 移動 平均 を 取 つ て 求 
ビ iek FIN monthly-mean め た 年 胡 化 で 昭和 22 年 始め か ら 現在 迄 に に 装 > 
。 Yalues. Curve is the secular variation・ 50 cm 沈下 し て ゐる ・ 赤 下津 に 比 し て 約 8 cm 
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最後 に 叱 の 泊 量 は 和歌 山 記入 事 業 の 一 痢 と し て 行 は れ た も の で 。 人家 を 計 つ て 閑 m 
由衣 を 利用 させ て た 地表 所 太り び 衝 歌 山並 に 和 指 導 を 則 つ 
友和 大全 陸協 せら れ た 京都 大 長松 20 
の 訂 氏 厚く 御陵 吊し上げ る ・ 
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さき は い へ 本 記 多 の 上 で は 記事 信人 者 を 医 区 し 区 い 場合 が 少く な い 元 に 因 る 所 

_ 浴 は 。 風 津 浪 で は 概ね 一 回 に 止ま り 地震 涯 浪 で は 北 回 も 旬 返 され る の が 通常 で ある か ら 。 此 の 甘 が 
PFIPRPRRPE 現に 和 浪 ( 来 2 肝 ) の 如く 衣 より 用 に 至り 
55. 友 と あり 。 全 HG の 1 あら 、 前 本 


て, 風 津 光 た る 寿 の あつ た の も ある が , 棄て 0 ie 
| NMG。 明か に 当 湾 で は ある が か 今 急 の 濾 の 出来 た こと を 以 て 丈 に 有名 で ある か ら 。 と を も 者 外 に 
| へ て 置い た . 昭 和 9 征 室戸 合 風 に 因 る 高 彰 も 之 に 準ずる 
地区 の 表示 は 。 英 の 池 若 が 比 的 に 長く 馬 常人 と いふ 租 諾 で ある が 。 駒 に は 1 財 間 | 
間 に 建 する も の も ある こと で ある .- 上 記 下 津 損 の 如き は 営 に 基 の 標本 的 な も の と 詩 ふ べき で ある . 
津 渦 に は 大 小 色 殆 ある . 大 な る も の は 浪 高 30 米 束 は 49 米 に $ 矯 する の で ある が , 小 な る ふも の に ネ 
de 2 


する に 。 こ ヽ に は 規 了 ま 「 が ら 」 と いふ 交 学 を 用 ふろ こ と (こす る そし て 英 の 大 小 農 狗 に 依 て 乏 を 階 
毅 に 硬 別 する こ に に ガン 7 
、 。 第 4 級 は , 規模 最高 の も の で , 浪 高 は 慮 に より て は 30 米 を 超え , 被害 必 城 は 畔 500 衝 E に $ 肥 。 
。 も の , 明治 29 年 三陸 大 津 浪 の 如き が 基 の 滋 例 で ある . の 志和 は 9 も これ 
に 償 仲 する 程度 で あつ た ら う が , 慶長 の 三陸 津 浪 は も つと 大 きか つた ら し い - ご 
第 3 級 は は 其 の 規模 前 者 に 次 で も の で , 浪 高 は 胡 に より て は 10 7 至 20 米 の 程度 に 轄 する の で ある 。 
昭和 8 邊 の 三陸 津 浪 の 如き は 其 の 適 例 で ある ・ NO 
第 2 級 は , 浪 庫 え 米 か ら 6 米 の 程度 に 及ぶ も の , 多少 の 家 尾 を 流し 人 斉 を 湖 れ し め る も の で ある 。 
、 第 1 級 は 肖 高 2 米内 外 の も の で , 深江 の 家屋 を 損傷 し 。 或 は 衣 錠 を 波 ふ 程度 2 

第 0 級 は 浪 高 1 米内 外 の も の . 
此 の 最低 の 階級 は 別に 設 錠 け る 程 の 張 い 理由 は な い の で ある が , 唯 國 名 き 鹿 か ら 波及 し て 座 た 津 浪 を 
、 。 衣 還 する に 役立つ の で ある 。 例 へ は 明治 16 年 の クラ カト ア 大 坦 衣 に 件 つた 世界 的 大 津 浪 の 欠 波 の 如く 駐 


_* 今村 博士 の 遺稿 で も る が , 適 賞 な 掲載 欄 が な い 久 報 告 と し て 掲載 する こと に した.( 係 ) 9 
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基 本 礎 本 紀和 日 還 電 席 病 _ 要 
1 | 拓哉 )12。 10-14 | 684, 11・ 2 3 | 責 海 着 ! 日 本 書 紀 に 「 十 一 月 謀 成 土佐 冊 司 言 , 大 潮 
ss | 人 
, 去る 10 月 14 日 大 地震 に 伴 へ る 津 浪 の 幸 
* 電 が 2 
大 1, 3・26| 701,5.12|12| 東 後 冠 島 覆 滋 し 加佐 郡 著 海 と な る . 
延 暦 18。 8 コ 1 | 799.9.18 1 常 陸 | 浪 原 透 し , 日 本 後記 に 「 西 子 常 革 國 言 , 鹿島 
> | 2 久 ・ 多 珂 四 郡 。 今 月 十 一 旦 自 農 至 
海 潮 去 來 玉 十 一 度 ・ 満 則 過 常 涯 一 町 許 
| 滑 和 人 果 」 と ある ・ ーー 
人 E/ 9 7*ー | 818。 一] ユ | 開 東 | 認 書 に 「 地 震 矢 災 。 水着 相 倍 , 人物 週 損 」 と 
区 当 3 元 長 或 は 大 正 度 の 地震 津 浪 と 同 程度 な 
真 製 1。 5・26 | 869,7.13 4| 三 陸 大 地震 津 浪 , - 玩 者 1000 修 . 
仁和 3, 7・30 887, 8・26 3 | 業 内 南海 道 大 地震 津 浪 , 津 浪 大 阪 江 に 侯 入 す . 
あー 本 侵 に 
覚 治 6, 一 一 |1092, 一 一 |1 | 越後 風 津 浪 か . 
永 長 1, 11・24 | 1096, 12・17 2 | 東 海 着 | 後 二 條 師 通 記 に 「 台 河 国 解 。 寺 月 革 四 日 大 
地震 , 俸 舎 屋 百姓 四 百 鈴 流 矢 」 と あり 。 
| 吉 記 に 「 後 開 , 谷戸 地震 之 間 。 
5 入 大 波浪 多 以 破損 云 々 , 凡 語 國 有 如 此 事 , 
( | に | 代 以 失地 震 。 未 有 如 此 例 也 」 と ある - 

| に 2 ッ 4-3 | 24 れ 5<22 | 相 簡 由比 演 入 幡 宮 の 草 殿 を 破壊 す ./ 

。 10 | 正吾 1, 8・23 | 1257, 10・9 | 1 | 臨 中 | 相模 大 地震 , 此 旦 陸中 赤 震 ひ , 久慈 及び 野田 . 

| まま | | に 津 浪 襲 来 せ り . 
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9 5 本 つ き 

浪 高 画 3 館 米 鈴 、 流 死 陸中 21. 
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年 代表 を 一見 し て わか る こと は 。 津 浪 の 地理 的 分 布 に 開 する 刀 況 で ある が 
規模 に 於 て も 造 に 日 本 海 側 を 凌い で ゐる. 此 は 当 浪 の 基 因 た る 海底 地 辻 の 多 紛 と 津 浪 の 義洋 に 適する : 
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Pa 
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六 1300. Ni た 2 
浪 高 土佐 室津 に 於 て 55 沖 。 
浪 高 奥 衣 野 に 於 て 10 米 ・ 


し て 置き た い . 


大 阪 洛 は 其 の 例 に 漏れ な た ない 上 に , 地震 津 浪 の 竣 に 


. (+1) 本 邦 に 於 て は 地下 活動 吐 盛 期 と し て 大 の 三 期 が 認め られ る ・ 


684-887 


年 の 204 年 聞 


元 避 内 海 の 中 に 
も 多 問 し て ゐる 例 へ ば 去る 昭和 9 年 の 峰 戸 
因 る 津 兆 は 今 導 記憶 に 新た な も ゃ の が あら うか 基 の 他 正直 や 安政 の 地震 津 浪 , 特に 宮永 の 大 津 浪 に 由 
鈴 り が あら う -・ 0 
呈し た 大 正司 ・ 港 属 に 於 て は , 府 水 上 供 に 4 米 以下 で , 廣 要 1 里 に 3 里 の 新 市 街 地 を 水 肖 し に 
隊 2C ITT ru 9eeyhae 


太 論 洋 側 は 類 度 に 於 


リプ 式 ) WM 
面 も V 字 弄 8 は が HKD 6 


は 剛健 の 拓 し あい 地 志 


ァ 


1 ・ 関 東 ・ 三陸 沖 ど いふ 小 店 城 に 就 て も 一 々 それ が 成立 する 。 に 
ooo Ri 
(79) が 起り , 三陸 沖 に 於 て は 同じ く ⑤, @4, (70), (80) が 起 つ た 。 

時 0 の は 有 で ある 29 上 記 第 一 期 ・ 上 RE の 2 


ッ 


の 一 つの 選 期 と 交 の 中 湊 と の 中 に 於 て は 地下 活動 が 欠 無 か うた と いふ わけ で は な い -。 唯 


- 比 的 に 不当 で 共 の 最 も 者 か. つた 因 す ちの は の か の 一 以下 で あっ た と 主 ぶ 
き あら う 、 と 。 


時 リー の 地 雪 U.S.Coast and Geodetic Suryey の 報 吾 及び U.P. の つた へ る 大 に よる と 4 月 20 - 識 


! 由 時 2 (G.M..) 西 衝 72.5" 南 線 387 の テリ ーー ド オド オ 州 に 激震 が 起り 死者 62 名 負傷 者 。 . 1 
所 MA その 損 雪 は 敷 百 萬 ド ル と い は れる 。 Traiguen 刑務 所 で は その 建物 が 財 潰 者 
て 4 者 の 因 人 が 監 舌 の ペッ ト に お し つぶ され , Ango 刑務 所 で は et 15 名 の 囚 

人 の 生命 を 春 っ た 。 に - 症 
エク ワ ドル の 地 事 9 月 5 日 * Quito 南方 の 都市 町 村 を 胡 壌 し た 大 地震 の 結果 , 152 年 に 言 る ニク ッ こさ 


ドル の 地震 ほ 史 に 一 つの 大 地震 を 加 へ る こ とこ に な つた ・ 死者 敷 千 , 損害 50,000,000 発 に 通す る 大 地震 に 


いで 8 月 8 昌 昌 に 一 つの 大 地震 が 績 有 波 し た 、 こ の 第 二 の 地震 に ょ つて Ambato より 15 距 つて 

居る Quero が 破壊 され た . Ambato は 第 一 の 地震 に こよ つて 基 大 の 損害 を 蒙 つ た 都市 の 中 で 最 犬 の 6 
で ある 犬 多 敷 の エク ワウ ドル の 建 築 は 二 軸 の 地震 に こよ つて 一 た まり も な く 破 玩 され た 。 
、 理 以内 の 距離 に ぁ る Ambato か ら 程 近い 


Quito か ら 100 

Pelileo 及び Patate な 徹底 医 的 に 破壊 され た と いふ 、 こ と で 
5 る 人 日 5 萬 の Ambato で は 70% た 第 一 震 の 3 是 後 に 
な っ て も Peileo で は 問 披 が な いた め 取 志 づ けが 殆ど 出来 な 大 態 で あつ た - 
_ Banos と PeHileo の 聞 の 15 咽 に 喜 る 道路 は 山 骨 の た め 埋 没 さ れ , 飛行 騰 に ょ る 以外 は 現場 に 義 近 す 
2 を と が 則 幸 な か つた Quero を 邊 接し た 第 二 租 の 目 概 者 に よる と 遍 さ 100 羽 の 山 が 作 三 つ に 裂け た 
_ 相 で ある . また 同じ 目撃 者 の 談 に よる と , その 附近 の Tailitas る 破 衰 され た と いふ 、。 ( 
Quero で は 死者 は 少な か つた . それ は Warningshock (前 震 ? 初期 後 動 ? ) の 後 . - 佳 民 が 家 か ら 1 
"9 月 5 日 19 時 17 分 54 秒 (で.M. 下 .) 疲 固 , Magnitade 7 の 再 ( Pasadena の 弟 測 報告 に よる ) 6 


2 


デー も る の は な い 、. 


SE ao 


5 1942 年 5 月 13 日 6 に て 死者 200, 損 雪 2,500,000 那 , その 他 の 5 州 に 


_ で あつ た : 5 


大 地震 の 演 時 に は 建築 中 の 建物 は 殆ど な か つた . SN US. 4. の と 81 
- いふ こ と で ある . G949 年 8 月 18 日 生 行 RACSIR News-Record 原 載 ) 3 
エク ボル 大 地震 年 ' 
1797 年 月 4 日 Quito 附近 , 発 者 4 000。 詳細 不明 . ーー 吉 
1867 年 一 一 Quito 附 近 の 破 天 的 地震 , 倒 沖 多数 。 
1868 年 8 月 16 日 エク ワ ド ル , ベル ー 了 國 の 國 識 附近 より 対し た る 地震 死者 70.000。 
1906 年 1 月 81 日 コロ ン ビ ヤ , エク ソ ド ル 國 境 に 近 き 海区 より す . 記録 に 存する 最も 光 胸 
3 の 一 つ 。 津 浪 を 伴 ひ 湖 死 者 600. 守 を ンー 
_1988 邊 8 月 10 日 エク ンド ル 西 部 の 和 破 壊 的 地震 
1939 年 2 月 一 Valle Chillos に て 多 敷 の 建物 破 境 . 


ーー ーーーー 


2 なつ 、 倫 圭 3 ヶ月 間 に 1,000 を 算 す . 
ン 1943 邊 ユ 月 3 日 Guayaquil に て 死者 敷 百 , 建物 の 破 壌 多 敷 . 
1944 年 9 月 15 日 Pastocalle の 下町 に て 半生 物 の 盾 定 昧 し 
(Coast and Geodetic Survey 調査 ) 3 
カナ ダ の 地震 U.S.A. Pasadena 痢 測 所 で は 8 月 2 日 4 時 6 分 12 秒 (G-M.T.) に 地震 を 記 銘 し 。 
Magnitude 約 8 で あぁ つた が , この 地震 は 北米 大 定 洋 北西 涯 領 ロン ビ ヤ 州 に 起 つた も の で , 東京 で 
は 月 3 時 11 分 28 秒 (日本 計 間 ) に 地震 動 を 記 昧 し た . こ の 地震 は 8 月 5 日 の ェ ク ソ ドル に 起 つた 地震 
と 同 じ 仁 猛烈 た る の で あり , 遠く ポー トラ ンド , オレ ゴン , 双 北 方 の アラ スカ ヵ の etchikan, 又は 
Petersburg に 於 いて さえ も 人 醒 に 感じ た 程 で ある が , 場所 が 場所 だ け に 死傷 者 及 役 填 は 殆 ん ど な か つ 用 
た 。 Lake Union に あつ た 家 形 錠 は 地震 の 衝 激 に よ つ て 起 さ れ た 波 に よ つ て 舶 つ き 場 か ら 流さ れ , も も 
Terrace で は 商店 の 窒 ア テス が コナ ゴナ に うち こわ され , Ketchikan に 訟 いて は 地震 動 を 感ずる と 同 に 
呼 に 2 過 の 激 が 河 療 に 打ち 寄せ た ・ 又 Petersburg で は 棒 の 由 や 歴 に か か つて ゐ た 緒 書 が 落下 す る 各 


YS 疹 NT 守り 


ン 


今 市 地震 12 月 26 日 朝 , 栃木 史 今 市 地方 に 起 つた 地震 は 昭和 24 年 を 通じ て 我 盟 に お け る 最も 著 し 
ーー ょ る と 地震 は 約 8 分 の 間 を 胃 い て 一 回 超 う た が , 第 一 震 の 
、 島 活 は 今 町 近 位 深 さ 敷 特に あり , 東京 に 於 ける 濾 軒 時 は 8 時 17 分 50.5 秒 で ある 第 一 展 は 8 時 
_25 分 15.0 秒 に 感じ (東京 ), その 震源 は 第 一 震 の 附近 と 推定 され る ・ 地震 の 規模 に お いて は 第 二 震 の 方 


が 倒 同 好 方 で は 各種 の 科 害 を 生じ 通 絡 も <. 衝 細 する 純 果 た な つた . - 


その 一 郡 は 未だ 衝 行 中 で ある 、 
語 デー 昭和 24 年 以来 の 本 邦 火山 活動 
3 月 5 日 に 新潟 峰 の 焼山 (2400 m) が 爆 衣 し た これ に つい て は 地震 第 2 則 1 欠 2 競 を 参照. 
1 月 一 2 月 頃 大 分 次 の 仙 見 馬 1376 m) の 北西 の 半生 孔 が 再 活 動 し 。 噴 邊 度 は 95*C で あつ た - 
。 滋 間 は 3 月 に 後 唄 火 が 20 回 あり 山林 の 井澤 益 拓 に 隆次 が あつ た その 後 孝 か だ つた が 7 月 
、 時 名 か 5 ら 8・9 月 に か け て 活気 を 時 し 10・11 月 に な る と 炊 第 に 朋 ま つた 叶 火 回 敷 は 7 月 9 各 , 8 月 
軸 85 回 , 9 月 111 剛 , 10 月 16 回 で 11 月 以後 は 噴火 し て いな い .( 軽 電 澤 製 測 所 で 番 測 され た 豆 示 
す ). 放 な 噴火 は 3 向 で , 8 月 15 日 2 時 35 分 に は 峰 の 茶屋 か ら 火 柱 が 50 m に 上 昇 し た の が 見 ら 
8 山 の 北側 で は 地震 を 感じ 。 ゴー デー と いう 際 動 を 件 つ た . 山 の 北 西 の 長 野 , 須坂 付近 に 隆次 が あつ 
た 。 9 月 3 H7 時 5 分 に 一 大 利 と 区 NR KR 


に WWrh ee PHPHr か wmWPCWWranxy no 
、 陸 ク リ ぁ ラ か ら 石 川 暑 の 大 年, 編 井 ・ 野 阜 ・ か ら 約 250 料 離 れ た 山 に か け て 帯 伏 の 範囲 に 外 馬 3 戒 が - 
PP Pr カエ ロウ 時 で ダミー enn 山麓 に 隆次 が あつ 
_ た - 松本 ・ 藤 野 の 地震 計 に 微動 が 記 鉄 され , 通信 調査 に よる と 爆音 は 内 馬 城 が 北方 69 区 の 長 時 か 
| 才 5 の 人 還 に か け で われ 。 分 閉 大間 と 回 と 】 と で あっ た 、 ' 
9 月 0 14 時 と 27 日 3 時 に 秋田 有 の 北 衣 の 村山 0566 mn) が 天 炎 し 。 噴 泥 が 形 さ 80 間 , 長 
_ さ 200 米 の 館 園 を 胃 つ た . その 後 は 活動 は 止ん だ 。 
「 阿藤 山 は 10 月 下旬 か ら 噴 雷 の 量 が 虹 し , の 後生 が 天 し , 12 月 3 日 に は 13 3 時 , 14 時 に 各 
、 "2mecrD。 mwrーroRgmWvf- 29 E4R し 所 58 な り 。 人 
- 犬 いき の も の が あつ た 、27 日 8 時 迄 に 小 爆 柄 が 470 回 に な り ,。 その 後 1 月 上 旬 に か け て , 噴石 砂 。 中 
、 燃 が 多 か つた が 爽 第 に 王 え た 。 1 月 上 旬 に は 。 人 身 大 の 赤 惑 娠 が 火口 丘 の 高 さ 迄 ふき 上 げ ば られ た . 
き POR St その 隊 区 割れ を 生じ た 同島 は 芝 に 
3 SA 、 閣 い 凌 色 の 煙 を 出し て 居り , 時 々 地 鳴 り , 容 振 が ある 』 と いう 情報 が 入 つ た 、 ( 
に 25 年 2 月 10 日 18 時 45 分 天 訪 島 叶 理 誠 山 の 一 幼 反 山 (1949 米 ) が 守 叶 炎 妃 附近 か ら 嗣 し た 


〆 


策 々 大 きく , 有 導 は 生 衝 200km 以上 に 及び 。 その 内 50 km 以内 で は 月 4 以上 で あつ た 。 


2 電 本 地震 生 の 幸 ら せ に 開 係 機器 は 相 営 敷 の 調査 員 を 同 地方 に 派遣 し , 種々 の 角度 か ら 調査 を 行 つ た が 
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本 に 7 
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UI 
と 


8 に 胡 き ( 600 米 人 に 太 BN 0 


- に 地 志 り を 起 し た 所 で ある が , 今回 の は 北西 方 が 日 本 海面 し 後方 ! ょ 丘陵 で 20 度 内 外 の 緩 傾斜 を 
段丘 秋 の 田畑 が 作ら れ て 居り , 地質 は 寺泊 礎 で 黒色 頁岩 と 砂岩 の 互 暦 で 実 土 ! は 真 壮 の 風化 し た も の 


_ 最 中 , ポラ な が ら 穫 つて き て , 其 れ と 同時 に 海 et 


の 講 清 上 は 区 の 通り で ある ・- 


2 分 布 の 抽 動 に 就 ぐ て. (吉川 基 鞭 部 未 蔵 」 〇 地球 磁 無 の 偏 角 角 化 の 局所 姓 〔 若 山 一 夫 ] の 地球 の に 


新潟 双 出雲 寺 只 勝見 の 地 に り 昭和 325 年 2 月 1 MR 三島 出雲崎 町 大 0 


面 の 海 医 PA 0 WWW 了 拓 | 


に 


る 地 に り の 前 徴 は 2 月 5 日 頃 ょ り 現われ 。 折々 裂 が 毅 見 さ れ , 田畑 の 所 有 者 お し て いた ・ SA 


は 秦 洒 線 か ら 45 m 先 迄 導 画 上 7.5 m 隆 記 した. 水深 1 m の 所 で ある か ら 結局 8.5 m 座 起 し た の 。 
で ある ・ 山側 の 最大 沈下 量 は 8 m, 最大 水 下 移動 量 は 12 m で あつ て , 沈下 し た 容積 は 2400 

米 , 隆起 し た 容積 は 20000 立方 米 で ある . 1 月 に 訟 ける 降水 量 は 214.1 mm で 。 その 乱 ! に 地 盤 
だ の に 加え , 8 日 より 11 日 早朝 迄 績 いた 雨 が 叱 の 地 志 り の 直接 の 原因 と な つた よう で ある ・ _ 


昌 界 記 事 
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地肌 昌信 第 四 同 研究 末 表 借 1949 和 1 月 4 日 肪 び 5 日 に 万 り 放 大 則 部 人 設 で 行わ れ た ・ 岬 
_ 〇 橋脚 の 振動 沸 定 〔 珈 中 元 氷 。 後藤 答 男 』 〇 虫 崎 温泉 に 競い て [吉川 李 三 OWEN の ター 


固有 振動 の 有 滑 (小澤 泉 夫 〕 〇 名 古屋 に 於 ける 二 三 の 近 地 地震 の 閣 測 (宮部 直 詞 村田 勇雄 〕 
〇 近い 地震 の P- 波 の 直 時 に つい て [越川 藤 明 〕 〇 編 電 地震 F- 濾 の 走 時 曲線 に つい て (吉山 良一 〕 本 
〇 か ロビ チッ ク 居 中 の 地震 に つい て [ 高 本 聖 〕 〇 初生 人 布 に つい て ( 績 ) [高木 聖 】 〇 財形 島 
の まわ り の 津 浪 に つい て 本間 正 作 〕 〇 海 度 近 動か 進行 する と き 生ずる 津 浪 〔 本 間 正 作 〕 〇 三陸 地 


方 注 に 角 生 し た 津 浪 と 地震 に つい て 飯田 波 事 】 〇 東北 日 本 に 於 ける 地震 送 生 の 地理 的 時 間 朋 分布 


(早川 正巳 】 〇 地震 類 度 の 年 周 角 化 と 日 週 化 〔 二 電 串 二井 上 率 子 〕 〇 震度 曲線 に 就 いて (第 2 報 ) 
吉山 良一 〕 〇 支 著 明代 ( 西 紀 1368 一 1644) の 地震 〔 妥 松 光雄 〕 〇 岩石 の 弾 任 卒 の 測定 [大井 蘭 天 〕】 
〇 プラ ッ ン 管 に より 弾性 波 速 度 を 測定 する 方 法 〔 表 俊一 郎 。 山崎 良雄 〕 〔 〇 一 方 向 へ 有限 な 犬 き の 歪 
を 受け た 媒質 の 弾 竹 に つい て 島津 康男 。 竹内 均 ] 〇 磁 押 介 差 計 に よる 癌 湖西 村 美 一, 岩山 一 内 ン 
〇 購 石 破 任 の 地 履 移 へ の 應 用 に つい て [ 川 非 直人 , 位 中 準 之 助 〕 〇 絹 震 列 震 の 頻度 分 布 園 下坂 消 。 
- 信 , 柴田 武男 〕 〇 震 波 速 話 の 暴 常 地域 に 就 いて ( 序 報 ) 〔 飲 田 没 事 早川 正巳 】 〇 木造 家 尾 の 歪 に つ 
いで て [ 高 団 理夫) 〇 展 了 防 午 策 に つい て (佐々 答 三 】 〇 胡 江 に 記 け る 地下 水位 負 化 の 抽出 作野 

佑一 植田 勇雄 ) 〇 水銀 傾 終 計 に 就 いて [細山 謀 之 朝 ) 〇 イン バー ル 線 伸 約 計 と イン バー ル 棒 及び 
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地震 」 投 稿 規定 
原稿 は 原稿 用 紙 に 横 書 に 認め 條 名 は 個 名 を 用 いる こと 2 
公 護 馬 >・ 等 を 明瞭 に 記入 する こと - Mo 
地名 。 人 名 の 讃 みにくい も の に は 振 恨 名 を 付け る こと . と 。 
敷 字 は 漢字 を 用 い ず , アラ ビ ヤ 苗 字 を 用 いる こと . 
引用 文献 等 は 脚 寺 に 記載 の こと . 

挿 閣 は 墨 で 明瞭 に 書き , 縮 率 を 必ず 記入 する こと . 園 の 申 の 区 字 は 刷り 1mm 以 
下 に な ら ぬ と こと. 原稿 に 赤字 で 園 の 挿入 場所 を 指定 する こと - 1 
原稿 に は 必ず 英 交 題目 と 英文 要約 を 付け る こと . 

諭 区 の 長 さ は 賞 分 の 問 , 出 上 り 4 貢 (400 字 語 原生 用 紙 約 10 枚 ) の こと か 
別 釧 の 費用 は 営 分 の 間 和 全部 (用 紙 を 含む) 著者 の 負 持 と な し , 部 敷 は 50 部 以内 の と 
と ・ 1 

校正 は 堂 分 の 間 張 係 に 一 任 の こと 

特殊 な 園 版 (折込 , 色刷 等 ) は 賞 分 の 問 著 者 が 乃 用 を 負 扶 する こと ・ 
@⑥ 和 追加 挿 園 , 表 等 の 読 明 に は 英語 を 用 いる こと ・ 
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